
Ⅲ． 取組を支える組織 

 

１. 地域住民ボランティア（教育ボランティア）の組織化 

 

 現代GPの取り組みを実施するにあたって、テーマである「地元住民と共に学び共に創る

健康生活」を実現するため、本学の教育に協力・参加してもらう地域住民ボランティアを

組織することをめざした。これにもとづき、授業や演習・実習への協力・参加を了解し、

申込みのあった地域住民を「教育ボランティア」と位置づけた。 

さらに平成19年度より、学内での授業や演習において模擬的に患者役を演じることや生

活体験の話など各教科が依頼する内容を行う者を「学内ボランティア」、健康支援学実習時

に家庭訪問等を行い健康に関して地域での生活体験を聞くことに協力する者を「実習ボラ

ンティア」と呼び分けた。 

 

1) 教育ボランティアの組織づくり 

(1)学内ボランティアの募集及び登録方法 

学内ボランティアは、次の①～③の方法により登録者を募り、申込みのあった者を登録

し、学長名の「登録証」(資料Ⅲ-1-1参照)を発行した。 

①地域における行事等に 
資料Ⅲ-1-1 教育ボランティア登録証 

おいて、直接依頼した。 

②大学の行事やセミナー 

等に参加した住民に、 

直接依頼した。 

③学園東町、学園西町の 

住民を対象に行なった 

健康調査票に依頼書を 

同封した。 

 

 

 

(2)実習ボランティアの募集及び登録方法 

実習地区（10 地区）の民生児童委員の代表者を通じて、各地区の実習ボランティアとし

てふさわしい人物を推薦してもらうことを原則とした。 

このため、まず事前に窓口となる西区健康福祉課と調整をはかり、民生児童委員協議会

会長会において、健康生活支援学実習Ⅰの実習での教育ボランティア（実習）依頼を行っ

た(p186～188 の資料Ⅲ-1-2、資料Ⅲ-1-3、資料Ⅲ-1-4 参照)。各会長から推薦者を書いた

登録用紙(p189 の資料Ⅲ-1-5 参照)が届き、登録後、学長名の「登録証」を送付した。登録

手続後、各地区の担当教員に実習ボランティアリストを配布した。 
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資料Ⅲ-1-2 教育ボランティアの推薦のお願い 

                        平成20年 月 日

西区民生児童委員協議会  

様 

                       神戸市看護大学 

                  学長  池川 清子 

 

「教育ボランティア（実習）」の推薦のお願い 

 

平素は、神戸市看護大学の教育にご理解とご協力をいただき誠にありがとう

ございます。 

本学におきましては、看護師・保健師を目指す学生が、地域の人々の生活を

理解し健康な生活を支援する能力を育成するために、昨年度より「健康生活支

援学実習Ⅰ（様式１）」を西区で実施させていただいております。民生児童委員

様方のお取りはからいで、多くの地域住民のみなさまが「教育ボランティア」

として、この実習にご協力をいただき、学生が多くの学びを得ましたことを感

謝申し上げます。 

先日の会長会でお願いしました通り、今年度も、昨年と同様の地域で「健康

生活支援学実習Ⅰ」を実施したいと計画しております。つきましては、下記の

内容についてご協力いただきますようお願い申し上げます。 

ご多忙中とは存じますが、格別のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

記 

１，昨年度にご登録いただきました「教育ボランティア」の皆様にも是非お声

かけいただき、貴地区において８〜10 名の「教育ボランティア」様をご推

薦下さい。 
２．その際、同封しました様式２と様式３をお渡し下さい。 
３．記入後の様式３をまとめていただき、本学に12月16日（火）までに同封の

封筒にてご返送下さい。なお、後日、大学の担当教員から、推薦いただきま

した「教育ボランティア」の皆様にご通知申し上げます。 

 
 

 

 

 

- 186 - 
 



資料Ⅲ-1-3 「健康生活支援実習Ⅰ」の概要と教育ボランティアの募集について（様式1） 

 

【健康生活支援実習Ⅰの概要と教育ボランティア（実習）の方の募集について】 

１．実習科目：健康生活支援実習Ⅰ 

２．実習時期：平成２１年２月９日（月）～２月２７日（金） 

３．実習地区 

     学園都市      伊川谷        有瀬        長坂       井吹台     

   井吹西      神出     押部谷西      竹の台      桜ヶ丘 

（平成 20 年度は平成 19 年度と同地区とさせていただきますが、数年毎に若干の交代をお願いいたしま

す。） 

４．住民ボランティア様にご依頼したい内容 

 １）各地区に８名〜10 名の教育ボランティア様の登録をお願いしたい。 

  教育ボランティア様はどのような方でも結構です。例えば下記のような方 

  ・老人会・婦人会等自治会活動をされている方 

・子育て中（乳幼児・児童など）の方、妊娠中の方 

・農業や自営業などをされている方 

・主婦の方 

・高齢者のお一人暮らしや高齢者のお二人暮らしの方 

・退職後の方 

  昨年度にご登録いただいております教育ボランティアの皆様にも是非お声かけいただきますよう

お願いします。 

 ２）学生の実習方法 

   学生２人１組になり教育ボランティア様のお宅に訪問させていただき、健康状態、健康について

気を付けていることなどを学生にお話していただきたい。（詳しく下記の３をご覧下さい）また、教

育ボランティア様の病院受診、健診受診、健康づくり活動、地域活動などに参加されることがござ

いましたら学生も一緒に同行させていただきたい。  

 ３）教育ボランティア様に学生がお伺いする内容等 

 ①教育ボランティア様の生活のご様子、健康状態、健康について気を付けていることなど  

②教育ボランティア様のご家族の構成、ご家族の生活の様子や健康状態など 

 ③教育ボランティア様のお住まいの自治会活動等やそこへの参加の状況、お住まいの地域の様子、地

域の健康づくりの取組など  

 

                      問い合わせ先：神戸市看護大学 

                            神戸市西区学園西町 3-4 

                            078-994-8080（代表） 

（高田（昌）、グレッグ、蘭、岩本、事務：久保） 
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資料Ⅲ-1-4 教育ボランティア登録のお願い（様式 2） 

神戸市看護大学から 

西区のみなさまに教育ボランティア（実習）登録のお願い 

                                                              神戸市看護大学 

                                    学長 池川 清子 

 神戸市看護大学（所在地：西区学園西町）では、看護師・保健師・助産師を目指した学生が学んでい

ます。その学生が、今年度から西区にて地域の人々の生活や健康への取り組みを理解するための実習を

開始します。つきましては、西区の住民のみなさまに、学生の実習にご協力いただく教育ボランティア

としてご登録をお願い申し上げます。ご協力いただきたい内容は、下記のとおりです。  

 なお、教育ボランティアへのご登録については、西区民生児童委員の皆様のご協力をいただいており

ます。  

記 

 

１ 実習時期 

 平成２１年２月９日（月）から２月２７日（金）ですが、教育ボランティアの皆様にご協力いただく

のは、その中の１～２日程度（１日につき、１時間～半日程度）です。 

２ 教育ボランティアの皆様にお願いしたい内容 

  学生２人１組になり教育ボランティアの方のお宅に訪問させていただき、健康状態、健康について気

を付けていることなどを学生にお話していただきたい（詳しく下記の３をご覧下さい）。また、教育ボラ

ンティアの方の病院受診、健診受診、健康づくり活動、地域活動（老人会、婦人会、趣味の会など）に

参加されることがございましたら学生も一緒に同行させていただきたい。 

３ 学生が教育ボランティア様に教えていただきたい内容 

①生活のご様子、健康状態、健康について気を付けていることなど  

②ご家族の構成、ご家族の生活の様子や健康状態など 

③お住まいの自治会活動などやそこへの住民の皆様の参加の状況などの地域の人々の交流の様子や地

域の特徴、地域の健康づくりの取り組みなど 

 

 教育ボランティアとしてご協力いただける方は、別紙登録用紙にご記入の上、地域の民生児童委員さ

まへお渡しいただきますようお願い致します。 

 なお、教育ボランティアの皆様へは実習前に事前に担当の教員から直接実習内容等をご説明させてい

ただく場を皆様の近隣で設けます。この日程調整につきましては、後日お送りさせていただきます。 

                                                 神戸市看護大学 

                        神戸市西区学園西町 3-4 

                       問い合わせ先：078-994-8080 

                          （高田（昌）、グレッグ、蘭、岩本 ） 
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資料Ⅲ-1-5 教育ボランティア登録用紙 

 
神戸市看護大学 

教育ボランティア登録用紙 

  

ご氏名                          （男・女） 

ご年代 
○を付けてください 

20 代、30 代、40 代、50 代、60 代、70 代、80 代以上 

家族構成 

（同居） 

同居家族の人数（       人） 

配偶者、子（    人）、親（    人）、その他（     ） 

お昼間は主に何をされていますか？ 

 

（                                     )           

ご連絡先 住所 〒        神戸市西区 

  電話番号（                         ） 

  FAX（                          ） 

  携帯（                          ） 

  

教育ボランティアとしてご協力いただく上でのご要望やご意見などがございましたら、

ご自由にご記入ください。 

  

本情報は、本学教職員・学生およびご紹介いただいた民生児童委員以外の目に触れること

がないよう厳重に管理致します。神戸市看護大学の健康生活支援実習Ⅰ以外では使用し

ないことをお約束します。 
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2) 教育ボランティア参加状況 

 教育ボランティアの登録・参加状況は、以下の表Ⅲ-1-1、表Ⅲ-1-2、表Ⅲ-1-3に示した。 

 

表Ⅲ-1-1 教育ボランティア年齢構成別人数 

 18年度 19年度 20年度 

  学 内 ボ ラ ン

ティア 

実 習 ボ ラ ン

ティア 

学 内 ボ ラ ン

ティア 

実 習 ボ ラ ン

ティア 

 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

20歳代      2    2 

30歳代    8  16  7  15 

40歳代  1  5 1 8  6 1 3 

50歳代  1  11 3 16 1 13 2 16 

60歳代  4 10 19 5 11 10 21 7 15 

70歳代 3 3 11 25 6 15 11 23 6 15 

80歳代     2 8    8 

不明 1 7        3 

計 4 16 21 68 17 76 22 70 16 77 

合計 20 89 93 92 93 

 

         表Ⅲ-1-2 学内ボランティアの地区別、性別人数 

 地区  男性 女性 

明石市 0 1 

垂水区 0 3 

中央区 0 1 

西区秋葉台 1 1 

西区伊川谷町前開 1 1 

西区伊川谷町有瀬 0 6 

西区井吹台西町 0 3 

西区北山台 0 1 

西区桜ヶ丘 0 2 

西区竹の台 1 0 

西区美賀多台 0 1 

西区学園西町 10 24 

西区学園東町 9 26 

計 22 70 
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表Ⅲ-1-3 実習ボランティアの実動地区別人数（計 91 名） 

西区伊川谷町潤和 1 西区伊川谷池上 2 西区井吹台西町 12

西区伊川谷町布施畑 1 西区伊川谷有瀬 18 西区井吹台東町 5 

西区伊川谷町前開 1 西区大津和 2 西区押部谷町 1 

西区北山台 3 西区神出町 9 西区桜ヶ丘西町 2 

西区月が丘 1 西区竹の台 11 西区桜ヶ丘東町 4 

西区美穂が丘 3 西区天王山 2 西区桜ヶ丘中町 2 

西区南別府 1 西区学園東町 5 西区学園西町 5 

 

3) 教育ボランティアへの連絡 

(1)学内ボランティア 

 学内ボランティアへの連絡は、次の①または②のいずれかの方法で行った。 

①各教科の教員から、以前に協力を得た学内ボランティアへ直接連絡した（少人数で、

内容が特化した場合）。 

②大学よりファックスまたはメールにより全員に日時と内容を知らせた。 

(2)実習ボランティア 

実習ボランティアへの連絡は、健康生活支援学実習で実習場所となる10地区担当教

員が登録者リストをもとに連絡した。 

 

4) 教育ボランティアへの広報 

 教育ボランティアへは、本学の様子を記した「教育ボランティア・ニュースレター」

を年2回発行し、全員に郵送した。これは、教育ボランティアとして登録しているが、

日時や内容などの都合がつかずに活動できなかった者にも様子を伝え、本学の教育ボ

ラティアとして意識し続けてもらうために、平成19年9月から開始し、3号発行した(以

下の資料Ⅲ-1-6、資料Ⅲ-1-7、資料Ⅲ-1-8参照)。様々な年齢層が教育ボランティアとし

て登録しているため、「教育ボランティア・ニュースレター」の送付は、電子メールな

どではなく、敢えて印刷物として郵送で行った。 
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資料Ⅲ-1-6 教育ボランティア・ニュースレター 第１号 
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資料Ⅲ-1-7 教育ボランティア・ニュースレター 第 2 号 
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資料Ⅲ-1-8 教育ボランティア・ニュースレター 第 3 号 
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2. 学生ボランテイア活動の促進と組織化 

 

学生ボランティアの活動は、現代 GP の「地元住民による教育支援と学生による地域支

援の融合と e ヘルスの活用」の「学生による地域支援」に位置づけられる。近年、学生ボ

ランティア活動の支援は、大学の重要な教育理念とされていることを踏まえ、選択科目の

「ボランティア活動」科目履修と学生のボランティア活動参加をリンクさせることで、ボ

ランティア活動の教育的意味をより明確にした。 

学生のボランテイア活動を推奨し支援することを目的に、現代 GP 委員会の中に 7 名の

委員のボランティア部門を設置した。現代 GP 開始当初は「ボランティア組織づくり」に取

り組み、19 年度は「登録メールを使ったボランティア参加の増加」に取り組み、20 年度は

「学生主体のボランティア活動の支援」と「学生の満足度調査のまとめ」に取り組んでき

た。 

  

1) 学生ボランティアの組織づくり 

(1)学生ボランティア登録システムと運用 

登録システムの目的は、登録メールを通じて、現代 GP 各部門からのボランティア要請

や他の団体からのボランティア情報を学生に発信し、学生のボランティア参加の意識づけ

を強め、自主参加意欲を育成することである。 

ボランティア T シャツ 

学生ボランティアは氏名・年齢・メールアドレスを登録する登録制とした。そのため学

生に向けて新年度オリエンテーション毎に説明会を実施した。その登録情報をもとにメー

リングリストを作成し、各領域の教員がメーリングリストにボランティアの募集を呼びか

ける方式とした。このことでボランティア募集情報が教員から学生個人の携帯電話・自宅

パソコンに一括で送信され、参加可能なボランティアを学生が自由に選択できるようにな

った。従来のボランティア募集は掲示もしくは教員からの紹介によって学生を集めていた

が、メーリングリストを活用することで教員も学生もタイムリーに情報を送受信できるよ

うになった。3 年間の登録者数は、延べ 182 名、送信されたメール数は 119 通にのぼる(平

成 21 年 2 月 13 日現在)。また、メーリングリストの管理はボランティア組織部門の教員が

e ヘルス部門の教員と連携して行った。  

(2)ボランティア T シャツの作成 

ボランティアに参加する教員、学生間の結束を固め、

士気を向上させるためオリジナル T シャツを作成し、ボ

ランティアに参加する際に着用できるようにした。また

T シャツに入れるロゴマークは学生から公募した。 

(3)ホームページの作成 

現代 GP ホームページにも、写真などで定期的にボラン

ティア参加の模様をアップし、参加学生の感想や印象も

載せ、学内だけでなく、学外、地域の住民にも発信した。 
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(4)学生ボランティアの集い 

現代 GP 関連イベントや事業のボランティア活動は多岐にわたるため、それぞれのボラ

ンティア活動に参加している学生間の情報交換や交流の場として、平成 19 年 1 月及び平成

20 年 1 月に「集いの会」を教員が中心となって企画した。学生は、集いを通してボランテ

ィアに参加することで得られた学びを深めることができ、また参加したことのないボラン

ティアの内容や活動の情報を得ることで、次年度のボランティア活動への参加の意欲が高

まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
2） 学生ボランティア参加状況 

(1)メーリングリスト登録者数 

学生ボランティア・メーリングリストの登録

学生数は平成 19 年度 113 名、平成 20 年度 154

名で、年度ごとに増加していた。学年は 1 年生

と 2 年生が約 60％であった（図Ⅲ-2-1）。 

(2)参加学生延べ数、実動学生数 

平成 18 年 10 月～平成 20 年 9月にボランティ

アに参加した学生の延べ人数は 340 名で、実動

人数は 195 名であった。半期ごとの経過をみると、実動人数は平成 18 年後期 59 名、19 年

前期 55 名、19 年後期 62 名、20 年前期 86 名と漸次増加し、意識の高い学生が多く参加す

るというより、広範囲の学生が参加する傾向があった（図Ⅲ-2-2）。 

 

 

 

「集いの会」のボード  「集いの会」の様子 

図Ⅲ-2-1 平成 19 年・20 年の登録者数 

図Ⅲ-2-2 半期ごとの登録者数、参加延べ数、実動人数 
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(3)学生のボランティア参加回数 

ボランティアに参加した学生 195 名の参加回数を右表に示

した。2 回以上参加した学生は 61 名で、最も回数が多かった

学生は 10 回であった。ボランティア参加の意識の高い学生が

育成されたと評価できる。今後、次の学生にボランティア参

加を継続していくため、これらの学生の経験を伝える場を設

定することが重要である。 

参加回数 学生数(名) 

1 回 134 

２回 24 

３回 20 

４回以上 17 

表Ⅲ-2-1 学生の参加回数 

 

3） 学生主体のボランティア活動の支援 

(1)取組の意図  

 メール配信によってアナウンスされたボランティア企画に「応募」という形だけでかか

わるのではなく、自らがプログラムをつくり出し活動することにより、ボランティアの基

本である自主性を育成することを意図した。 

(2)取組の経過 

 まず、これまでの活動参加者の感想を把握し、同時に学生間の親睦をかねて、平成 20

年 1 月 17 日に「現代 GP 学生ボランティアのつどい」を催した。その際に、教員側から、

次年度の「まちの保健室」について学生に積極的にかかわってもらいたい旨、依頼した。

おおよその企画案として、カラーアナリシス（のちに、カラーセラピーに変更）、メイクア

ップ、笑い、マジック等のテーマを周知した（各テーマには、担当教員が配置された）。つ

ぎに、当年度内にこれらの企画を催すおおまかな日程を決定するとともに、これらの企画

案について登録学生にメール配信し、学生たちの取り組み希望をたずねた。そして、平成

20 年度初めの学生オリエンテーションの際にボランティア登録の案内と募集をおこなう

とともに、新企画「学生主体グループによる企画」をあげ、取り組み希望者を募った。 

 アロマセラピー 4 月  

本企画は 4 月早々であったせいか学生が集まらなかったため、急遽、急性期・慢性看護

学のゼミ生（編入 4 年、学部 4 年）の学生 10 名の協力を得て、当日の昼休みにハンドマッ

サージのトレーニングをし、そのまま本番に臨んだ。本番では学生にリラックスやタッチ

ングも即興でやってもらい、好評であった。 

 カラーセラピー 7 月   

本企画には希望学生がいなかったため、担当教員が授業で呼びかけ、招聘講師の著作や

関連資料を講読し、学生の関心をうながした。当日は、編入 4 年生が司会を担当し、編入

3 年生はワークショップの各テーブルに分かれてすわり、参加者への声かけ等を行った。 

 笑い＆マジック 10 月   

本企画は、4 月終わりから「まちの保健室」の本番まで、計 10 回にわたり充実した活動

を展開した。昼休みや空き時間を利用し、「笑いと呼吸」などの‘理論’と「小話、笑い歌」

などの‘実践’とをにらみながら勉強を重ねた。当日のプログラムも司会も学生 4 名によ

り行った。 
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 メイクアップ 11 月（あざみ祭）  

本企画は 4 月から学生ボランティアを募っていたこともあり 10 人の応募があり、毎月 1

回程度の打ち合わせと DVD を使ってのリハビリメークの練習を行った。当日は学生ボラン

ティア 8 名が参加し、積極的に招聘講師の司会や支援を行った。 

(3)支援体制 

 学生の応募がなかった企画については、教員が個別に学生に声かけした。また、企画準

備のための資料や素材を提供した。また講師の招聘について事務的サポートを行った。 

(4)結果 

 各企画には、4～8 名の参加があった。準備も楽しく、当日も緊張はしたものの充実した

達成感を得られたという感想で、おおむね成功であったと思われる。ただ、前期の「まち

の保健室」の日時には授業が開講されていることもあり、参加したくても参加できない状

況があったのは残念であった。実践経験の下級学年への継承が課題である。 

 

4） ボランティア参加学生のアンケート報告 

 現代 GP 事業にボランティアとして参加した学生に対し、参加直後に活動に関する調査を

行った。217 名（回収率 63.8％）の学生からアンケートを回収することができた。 

 アンケート調査は、学年、参加のきっかけ、ボランティア活動に対する満足度、満足ま

たは不満足の理由、から構成されている。以下に、集計を示す。 

(1)参加学生（表Ⅲ-2-2） 

 最も多かったのは 1 年生で 27％、次に 2 年生 12％

であった。カリキュラム上、3 年後期には臨地実習

が開始され、4 年生においてはボランティア参加の

意思があっても参加できない状況が推測された。ボ

ランティア活動を教育的に位置づけて継続してゆく

には、時間割上の工夫などが課題である。 

表Ⅲ-2-2 調査回答者（n=217） 

1 年生 58 人（27％） 

2 年生 27 人（12％） 

3 年生 23 人（11％） 

4 年生 15 人（7％） 

編入 3 年生 24 人（11％） 

編入 4 年生 29 人（13％） 

修士 1 年 5 人（2％） 

博士 1 年 1 人（1％） 

助産課程 35 人（16％） 

合計 217 名（100％）

編入 3 年生と 4 年生の参加が 24％と多かった。編

入生は看護への意識が高いことから、今後もボラン

ティアの情報提供を積極的にすることでさらなる参

加が期待できる。 

(2)参加のきっかけ（表Ⅲ-2-3） 

 「自発的な意思」の参加学生が過半数であった。ボランティア活動は本来自主的であり、

望ましい結果である。「携帯メールの情報から」は 15％で登録メールシステムが参加動機

に寄与していたことと評価できる。 

「その他」の理由としては、「講義・実習の一環として」「子供が好きなので」「前回参

加が楽しかったから」等が挙げられた。 

 

 

- 198 - 
 



 表Ⅲ-2-3 参加のきっかけ（複数回答 n＝217） 
きっかけの理由 あてはまる あてはまらない 

自発的な意志で 116 人（53％） 101 人（47％） 

家族や親せきの勧め 2 人（1％） 215 人（99％） 

友人の勧め 45 人（21％） 172 人（79％） 

教員の勧め 80 人（37％） 137 人（63％） 

携帯メールの情報から 33 人（15％） 184 人（85％） 

ポスターやチラシをみて 12 人（6％） 205 人（94％） 

地域からの呼びかけ 4 人（2％） 213 人（98％） 

大学ホームページを見て 2 人（1％） 215 人（99％） 

その他 27 人（12％） 190 人（88％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)満足度について（表Ⅲ-2-4） 

「とても満足」「まあ満足」が 93％で参加した学生の満足度は高かった。なお、不満足

の理由として、「思う通りにできなかった」「人間関係がうまくいかなかった」という理由

が添えられていた。 

表Ⅲ-2-4 参加後の満足度（n=217） 

とても満足 まあ満足 どちらかというと不満足 とても不満足 わからない 計 

93 人 

（43％） 

109 人

（50％） 

5 人 

（2％） 

1 人 

（1％） 

9 人 

（4％） 

217 人 

 
(4)満足の理由（表Ⅲ-2-5） 

 満足の理由として高かったのは、「地域の人のために役立った」22％、「相手から感謝さ

れた」20％であった。ボランティア活動を通して地域に貢献するという目的だけでなく、

自分たちの活動に対して地域の人たちからの反応で満足していることが分かる。 

その他の意見として、「普段できない経験ができた」「人に関わる苦手意識が減った」「地

域住民の意見が聞けてよかった」「地域住民とコミュニケーションがとれてよかった」など

の意見が寄せられた。 

 

表Ⅲ-2-5 活動に参加して満足した理由（複数回答 n＝217） 

満足の理由 あてはまる あてはまらない 

楽しかった 176 人（81％） 41 人（19％） 

地域の人のために役立った 48 人（22％） 169 人（78％） 

相手から感謝された 44 人（20％） 173 人（80％） 

健康生活支援の知識や技能が身についた 67 人（31％） 150 人（69％） 

友人や知人を得ることができた 12 人（6％） 205 人（94％） 

ものの見方考え方が広がった 39 人（19％） 168 人（81％） 

その他 28 人（13％） 189 人（87％） 
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5） 今後の学生ボランティア活動の支援 

 現代 GP でシステム化が定着した学生ボランティア登録メールシステムの支援、学生主体

のボランティア活動の支援を、今後発展させることが課題である。「ボランティア活動」教

科及び「ボランティア部」に統合させてゆく、まちの保健室活動に学生主体のボランティ

ア活動を位置づけて行くことが確認されている。 


